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資料３ 

第２期南陽市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定方針（案） 

１ 趣 旨 

本市では、人口減少に歯止めをかけ、活力ある地域を維持していくため、平成２７年９

月に策定した南陽市まち・ひと・しごと創生総合戦略（計画期間：平成２７年度～令和元

年度。以下「現総合戦略」という。）に基づき、地方創生関連の交付金を活用するなど各

施策に取り組んできました。 

また、令和３年度を初年度として策定を進める「第６次南陽市総合計画」との整合性を

図り、各施策を効果的・合理的に推進するため、令和２年２月に現総合戦略を１年延長し

ました。 

今般、令和２年度をもって現総合戦略の計画期間が終了することから、これまでの取組

を検証するとともに、国の動向等を勘案しながら、第２期南陽市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（以下「第２期総合戦略」という。）を策定し、地方創生の充実・強化に向け、

切れ目のない取組を進めていきます。 

２ 総合戦略の位置付け 

第２期総合戦略は、国が策定した第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略及び策定中の

第６次南陽市総合計画（計画期間 令和３年度～令和１２年度）との整合性を図りなが

ら、人口減少対策や地方創生に具体的に取り組んでいく重点的な施策をまとめた計画とし

て位置付けるものです。 

３ 計画期間 

第２期総合戦略は、令和３年度（2021 年度）～令和7年度（2025 年度）の５か年 

を計画期間とします。 

４ 基本的な方向性（考え方） 

国の第２期総合戦略では、将来にわたって「活力ある地域社会」の実現と「東京圏への

一極集中」の是正を共に目指すため、第１期の成果と課題等を踏まえて、第１期の政策体

系を見直し、次の４つの基本目標と２つの横断的な目標の下に取り組むこととしていま

す。 

本市では、国の基本目標や政策体系の見直しを考慮し、市人口ビジョン及び現総合戦略

の効果検証の結果を踏まえて、必要な基本目標の見直しを行うものとします。 
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（国の第２期「総合戦略」における基本目標と２つの横断的な目標） 

基本目標１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする 

基本目標２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

横断的な目標１ 多様な人材の活躍を推進する 

横断的な目標２ 新しい時代の流れを力にする 

（参考 国の第１期「総合戦略」における基本目標） 

基本目標１ 地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

基本目標２ 地方への新しいひとの流れをつくる 

基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地 

域と地域を連携する 

５ 策定体制 

（１）市民参画 

令和元年度に第6次南陽市総合計画策定に関連して実施した市民ワークショップ、市民

意向調査等を基礎資料として活用し、総合戦略の起草作業に当たります。 

（２）南陽市振興審議会 

人口ビジョン及び総合戦略の策定に当たり、必要に応じ、市民の意見聴取等を行い、総

合戦略の見直しについて提言を行うものです。 

（３）南陽市総合戦略本部 

 市長、副市長、各課等の長により構成し、人口ビジョン及び総合戦略の策定及び進行管

理を行うものです。 

（４）総合計画策定会議、総合計画策定主幹会議 

 総合計画と総合戦略の整合性を図るため、各種調整を行います。 

（５）事務局 

 事務局を市みらい戦略課に置きます。 

６ 策定スケジュール 

５月 第 1 回本部会議  人口ビジョンの改定 

第 1 回振興審議会 人口ビジョンの改定 

１０月 第 2 回本部会議  第２期総合戦略の中間案 

１１月 第２回振興審議会 第２期総合戦略の中間案 

 １月 第３回本部会議  第２期総合戦略の最終案 

 ２月 第３回振興審議会 第２期総合戦略の最終案 

 


